
１．協定の目的
  デジタル技術を活用した誰もが参画できるまちづくりを推進する上での課題解決と地域の活性化を目指します。

２．協定により目指すもの

   オンラインプラットフォームを活用して、従来のワークショップやパブリックコメントなどに参加できなかった住民がまちづくり
  に参画することができるしくみづくりを行います。   ※導入は、デジタル田園都市国家構想交付金(以下、「デジ田交付金」)を活用

３．協定の相手方
   株式会社 Liquitous
    〔相手方の選定理由〕
     ・地方創生戦略などの計画策定にあたり、DXによる町民の声を反映させるためのツールを開発していること
     ・全国の他自治体との協定、契約実績があり、他の自治体との連携などを図ることができる
     ・スタートアップ企業であり、国が進める「スタートアップにおける公共調達促進」の趣旨に沿う ※デジ田交付金における事業採択では加点あり

４．協 定 日
    令和５年12月13日(水) 1

  〔現状課題〕・ 子育て世帯や働き世代などにとって、ワークショップは時間的な制約から参加が難しいという課題がある

        ・ パブリックコメントなどは、提出する際の心理的コストが高い

  〔 解 決 策 〕 オンラインプラットフォームを活用

         ・時間的な制約がなく、スキマ時間に参加できる  ・心理的コストを下げ、誰もが参画できる

～ デジタルの技術を活用して ”誰もが参画できる” まちづくり ～



 (リキタス) の紹介

協定等対象 協定名

日高村（高知県）・株式会社フォアフ
ロントテクノロジー・株式会社チェン
ジ・株式会社トラストバンク・株式会
社四国銀行地域振興部

日高村健康アプリ「まるけん」コ
ンソーシアム

柏市（千葉県） 市民意見プラットフォーム構築の
ための連携協定

甲賀市（滋賀県） DXを通した市民の行政参加促進に
関する連携協定

壱岐市（長崎県） 壱岐市エンゲージメントパート
ナー協定

観音寺市（香川県） 観音寺市と株式会社Liquitousとの
DXを通した市民の行政参加促進に
関する連携協定

野々市市（石川県） DXを通した市民協働のまちづくり
促進に関する連携協定

日野市（東京都） 地域共創に資するオンライン合意
形成プラットフォームの活用に関
する覚書

※マークを付すもの
デジタル田園都市国家構想交
付金（R4補正）採択事業

※出典：内閣府資料（デジ田交付金デジタル実装
　　　タイプスタートアップ活用加点措置に係る実績報告）

※出典：Liquitousのホームページより

・新しい技術やアイデアをもとに、地域の課題
 解決に主体的に取り組める企業であること
・未上場であること
・創業から 15 年以内であること

・申請時にプロダクト（サービス含む）を市
 場に提供しており、本交付金事業終了まで
 に地域へのサービス実装が実現できること

交付金の加点対象となるスタートアップ企業の要件
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協定により目指すもの

各種事業

各種計画

積極的に関わる
【Commitment】
（意見、行動）

町民 将来像

「一人ひとりの影響力を発揮できる社会」を実現「町民の声が届き、ともに創る未来のまちづくり」※の実現
※琴浦町まちづくりビジョンの政策（６）

琴 浦 町

オンラインプラットフォーム
を様々なコミュニティに実装

一人ひとりの影響力が発揮で
きるコミュニティを具現化

一人ひとり
の影響力を
発揮できる

社会

・プラットフォーム
・他自治体の事例
・ノウハウ

・事例

Liquitous琴浦町 全国の
自治体

【社会全体】

一人ひとりの声
や影響力を発揮

できる社会

探求と好事例
の横展開

・プラットフォーム
・他自治体の事例
・ノウハウ

・事例

協定で目指すもの
～ デジタルの技術を活用して、”誰もが参画できる” まちづくり ～
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DXを通した一人ひとりの声や影響力を発揮できるまちづくりの促進の協力

住民参画型まちづくりの手法などの共有と発展の協力

オンラインプラットフォームを活用する全国の自治体との意見交換・連携な
どへの協力

01

03

02

協定内容
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Liquitousの提供するオンラインプラットフォーム
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翌年度以降の琴浦町で活用を検討する項目

次期「すくすくプラン」の策定

次期プラン策定(R7~)に子育て世帯
の意見を反映させます。

次期「地方創生戦略」の策定

次期地方創生戦略の策定(R7~)にあ
たり、多様な町民の参画により
策定を行います。

職員研修

政策コンテストでの活用のほか、
従来の研修への活用による意見
や質問などの活性化を図る。

こどもの声

こども基本法に基づき、こども施
策へこどもや保護者の意見を反
映させます。

公共施設のあり方

公共施設のあり方について、多
様な住民の意見やアイデアをい
ただき反映をさせます。

など
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今後のスケジュール（予定）

12/13(水) Ｒ6.1月～

協定に基づく試験導入
オンラインプラットフォームを活用した
子育て世帯のニーズ調査（試験導入）

●デジタル田園都市国家
  構想交付金の申請

デジ田交付金を活用した
オンラインプラットフォームの実装

Ｒ6.4月～

• 「地方創生戦略」(R7～)

• 「すくすくプラン」(R7～) の策定
など

協定の締結
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デジ田交付金を活用した実装



① ダッシュボード画面
高度な分析など機能強化

② マップ機能 ③ 柔軟な通知機能の実装

⑥ 個人情報保護に係る認証取得
（日本プライバシー認証機構「TRUSTe」）

TRUSTe verified licensee No.01650

④ プロフィール/認証機能強化 ⑤ センシティブな投稿の通知
（大規模言語モデルによるToxicスコアの算出）

の 機能紹介
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既存の市民参加の手法との比較

比較対象 代表的な相違点

パブリック
コメント

アンケート

ホームページの
フォーム等

市民参加型合意形成プラットフォーム

• 条例等に定めがあり、取り組む際の心理的コストが高い

• 示された素案等が起点の、1往復のみのやりとり

• 回答文面の取りまとめが大変（エクセルなど落とし込み）

• 途中から新しいテーマの投げかけなどができない

• 1方向で、市民同士で他の回答が見れず、深化しない

• 投稿者の属性把握等が困難であり、分析できない

• 1方向で、市民同士で他の回答が見れず、深化しない
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既存の市民参加の手法との比較

補完

拡充

市民対話・ワークショップなど

≪メリット≫
 ・議論に臨場感があり、活発に進む
 ・議論の密度が濃い

≪デメリット≫
 ・時間、場所、参加者層に制約や偏りがある
 ・主張の強弱が出やすい

オンラインプラットフォーム

≪メリット≫
 ・時間、場所、参加者層の制約がない
 ・議論がオープンである
 ・テキスト主張の強弱が出にくい

≪デメリット≫
 ・議論の密度は市民対話には劣る
 ・議論の展開にやや時間を要する

＜目的＞　情報公開し、政策形成過程に市民が参画する新たな仕組みを構築する

既存の取組 新たな取組

市民参加型合意形成プラットフォーム ＝ 政策形成過程に幅広い市民の参画を可能とする仕組み
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柏の葉スマートシティで実際に集まっている声

「産前・産後の時期に不安なこと・不安だったことは？」という問いに深夜早朝の投稿が多数
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Liqlidが導入された自治体・地域の市民の皆さん・行政からの声

役所や企業に意見を言うのは
敷居が高いように感じるため、
気楽に発言できていいなと思い
ます。

スキマ時間で参加できるため、
手軽で助かります。よい街づく
りに貢献できると幸いです。

これなら時間の制約がある現役
世代や学生も市民活動参加が可
能。 他の事業への横展開を応援
します

こうやって町の意見を聞いてく
ださる環境にあるのは、大変あ
りがたいです。

このようなプラットフォームがあると、
自分以外の意見や考え方を目にするこ
とができて良いなと思いました。

市民の皆さまからのご意見を
政策策定等に反映させてまいり
たいと考え、期待している

これまで以上に多くの住民の声
が反映されるまちづくりが実現
することを期待

Liquidアプリを市民活動など、
市民の方が広く使える方法を
ご検討ください。

「柏の葉」にご参加の方

高知県土佐町 和田町長

「柏の葉」にご参加の方

「鎌倉市」にご参加の方

「鎌倉市」にご参加の方

千葉県木更津市 渡辺市長

「富谷市」にご参加の方

「鎌倉市」にご参加の方

12



千葉県柏市での事例

柏駅前の再開発にあたっての意見募集を令和4年度は市内高校生向けに実施。

令和5年度には、市民向けに幅広く意見募集を実施（予定）

担当課 都市部中心市街地整備課

利用目的 柏駅前の再開発にあたり、高校生を含めた市民から意見聴
取をして、参加型かつ理解を得ながら、開発を進める

参加対象 柏市民内の学校に通学する皆さん、市民の皆さん

  実施期間      2023年1月～

事業概要

▲柏市向けLiqlid

R4年度には、市内高校で
出張授業を実施。
高校生が書き込み
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千葉県柏市での取り組み概要

Li q l i dの

フ ェ ーズ

ワーク

ショ ッ プ
など企画

Liq l i d上に

存在する
アウト プッ ト

3月2月1月12月

アイ デアフ ェ ーズ

柏市 市街地整備にあたっ ての若年層の意見可視化の仕組みと し て活用

柏市職員が市内の学校に出向き
出張授業を 実施（ それぞれ別の学校）

参加者が投稿するアイ デア

出張授業と 同様の「 問い」

第3回

出張授業

第2回

出張授業

第1回

出張授業

授業内・ 授業後それぞれの機会での
生徒の意見投稿を促す

市職員が市内立地の高校にて出張講義
（情報提供フェーズの強化）
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奈良県生駒市での取り組み概要

担当課 スマートシティ推進室

利用目的 同市におけるスマートシティ構想策定に際して
市民が参加しながらあり方を検討する仕組みとして

参加対象 生駒市民・生駒市に関わりのある方々

 実施期間      令和4年度～

分類
③ 特定の政策課題についての広聴

④ 複数課による「プラットフォーム」

事業概要

R4年度は「スマートシティ構想」策定に際して市民対話に活用、
R5年度は全庁で「市民と政策形成の協創」PFとして15事業で活用（予定）
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